
担

当

課

（

室

）

目

次

発

行

岡

山

県

○

岡

山

県

公

営

企

業

に

従

事

す

る

企

業

職

員

の

給

〃

与

の

額

及

び

支

給

方

法

に

関

す

る

規

程

の

一

部

を

担

当

課

（

室

）

改

正

す

る

規

程

目

次

（

以

上

県

例

規

集

登

載

）

【

規

則

】

【

人

事

委

員

会

】

○

岡

山

県

環

境

保

健

セ

ン

タ

ー

条

例

施

行

規

則

の

環

境

企

画

課

○

岡

山

県

職

員

特

殊

勤

務

手

当

支

給

規

則

の

一

部

人

事

委

員

会

一

部

を

改

正

す

る

規

則

を

改

正

す

る

規

則

○

岡

山

県

お

か

や

ま

旧

日

銀

ホ

ー

ル

条

例

施

行

規

文

化

振

興

課

（

県

例

規

集

登

載

）

【

教

育

委

員

会

】

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

○

岡

山

県

天

神

山

文

化

プ

ラ

ザ

条

例

施

行

規

則

の

〃

○

岡

山

県

教

育

財

産

管

理

規

則

の

一

部

を

改

正

す

教

育

委

員

会

一

部

を

改

正

す

る

規

則

る

規

則

○

岡

山

武

道

館

の

器

具

及

び

設

備

の

利

用

料

金

に

ス

ポ

ー

ツ

振

興

課

（

県

例

規

集

登

載

）

関

す

る

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

○

岡

山

県

笠

岡

陸

上

競

技

場

条

例

施

行

規

則

の

一

〃

部

を

改

正

す

る

規

則

○

岡

山

県

立

都

市

公

園

条

例

施

行

規

則

の

一

部

を

都

市

計

画

課

改

正

す

る

規

則

（

以

上

県

例

規

集

登

載

）

【

告

示

】

○

電

柱

そ

の

他

の

工

作

物

の

設

置

を

目

的

と

し

て

財

産

活

用

課

行

政

財

産

を

使

用

す

る

場

合

の

使

用

料

の

額

（

県

例

規

集

登

載

）

【

企

業

局

】

○

岡

山

県

企

業

局

財

務

規

程

の

一

部

を

改

正

す

る

総

務

企

画

課

規

程 岡

山

県

公

報

令和６年３月２２日 号 外



◎
岡
山
県
規
則
第
十
一
号

岡
山
県
環
境
保
健
セ
ン
タ
ー
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
二
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

岡
山
県
環
境
保
健
セ
ン
タ
ー
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

岡
山
県
環
境
保
健
セ
ン
タ
ー
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
一
年
岡
山
県
規
則
第
十
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。「

」

「

」

、「

、

」

「

、

」

、

別
表
第
一
号

中

八
一
〇

を

八
二
〇

に

一

九
六
〇

を

一

九
九
〇

に
改
め

（一）

「

、

」

「

、

」

、「

、

」

「

、

」

、「

、

同
号

中

一

〇
二
〇

を

一

〇
三
〇

に

一

九
五
〇

を

一

九
八
〇

に

三

（二）

二
三
〇
」
を
「
三
、
二
九
〇
」
に

「
三
、
八
八
〇
」
を
「
三
、
九
五
〇
」
に

「
九
、
六
八
〇
」
を

、

、

「
九
、
八
四
〇
」
に
改
め
、
同
号

中
「
三
、
〇
四
〇
」
を
「
三
、
〇
九
〇
」
に
改
め
、
同
号

イ
中

（三）

（四）

「

、

」

「

、

」

、

「

、

」

「

、

」

七

八
九
〇

を

八

〇
二
〇

に
改
め

同

ロ
中

四
〇

一
三
〇

を

四
〇

八
一
〇

（四）

に
改
め
、
同
表
第
二
号

イ
中
「
二
二
五
、
八
四
〇
」
を
「
二
二
九
、
七
〇
〇
」
に
改
め
、
同

ロ

（一）

（一）

（イ）

中
「
一
、
〇
五
〇
」
を
「
一
、
〇
七
〇
」
に

「
一
、
七
〇
〇
」
を
「
一
、
七
三
〇
」
に

「
二
、
五

、

、

六
〇
」
を
「
二
、
六
〇
〇
」
に

「
二
、
八
九
〇
」
を
「
二
、
九
四
〇
」
に
改
め
、
同
ロ

中
「
六
三

、

（ロ）

〇
」
を
「
六
四
〇
」
に
改
め
、
同
号

イ
中
「
五
四
〇
」
を
「
一
、
〇
四
〇
」
に

「
一
、
〇
四
〇
」

、

（二）

を
「
一
、
六
八
〇
」
に

「
一
、
七
一
〇
」
を
「
一
、
九
二
〇
」
に

「
二
、
六
三
〇
」
を
「
二
、
七

、

、

二
〇
」
に

「
三
、
八
八
〇
」
を
「
四
、
〇
九
〇
」
に
改
め
、
同

ロ
中
「
一
、
三
三
〇
」
を
「
二
、

、

（二）

」

、

「

」

「

」

、「

、

」

「

、

」

一
二
〇

に
改
め

同
号

中

八
五
〇

を

八
六
〇

に

一

二
五
〇

を

一

二
七
〇

（三）

に
改
め
、
同
号

中
「
二
三
、
二
〇
〇
」
を
「
二
三
、
六
〇
〇
」
に
改
め
、
同
号

イ
中
「
四
、
八
〇

（四）

（五）

〇
」
を
「
四
、
八
九
〇
」
に

「
九
、
五
〇
〇
」
を
「
九
、
六
七
〇
」
に

「
三
一
、
九
九
〇
」
を
「
三

、

、

二
、
五
五
〇
」
に
改
め
、
同

ロ
中
「
一
、
七
二
〇
」
を
「
一
、
七
五
〇
」
に

「
六
八
〇
」
を
「
六

、

（五）

九
〇
」
に
改
め
、
同
表
第
三
号
中
「
八
〇
〇
」
を
「
八
一
〇
」
に

「
四
、
一
三
〇
」
を
「
四
、
二
〇

、

」

、

「

」

「

」

、
「

、

」

「

、

」

〇

に
改
め

同
表
第
四
号
中

九
一
〇

を

九
二
〇

に

二

八
一
〇

を

二

八
六
〇

に
改
め
、
同
表
第
五
号

中
「
一
、
八
〇
〇
」
を
「
一
、
八
三
〇
」
に

「
三
、
五
四
〇
」
を
「
三
、

、

（一）

」

、
「

、

」

「

、

」

、

「

、

」

「

、

六
〇
〇

に

五

二
七
〇

を

五

三
六
〇

に
改
め

同
号

中

七

八
七
〇

を

八

（二）

〇
〇
〇
」
に
改
め
、
同
表
第
六
号
中
「
八
五
〇
」
を
「
八
六
〇
」
に

「
一
、
八
七
〇
」
を
「
一
、
九

、

〇
〇
」
に

「
三
、
六
六
〇
」
を
「
三
、
七
三
〇
」
に
改
め
、
同
表
第
七
号

中
「
八
七
〇
」
を
「
八

、

（一）

」

、「

、

」

「

、

」

、「

、

」

「

、

」

、「

、

八
〇

に

二

五
〇
〇

を

二

五
四
〇

に

四

四
五
〇

を

四

五
三
〇

に

四

」

「

、

」

、

「

、

」

「

、

」

、

八
一
〇

を

四

九
〇
〇

に
改
め

同
号

イ
中

八

四
六
〇

を

八

六
〇
〇

に
改
め

（二）

同

ロ

中
「
一
、
八
七
〇
」
を
「
一
、
九
〇
〇
」
に

「
二
、
六
二
〇
」
を
「
二
、
六
七
〇
」
に
改

、

（二）

（イ）

、

「

、

」

「

、

」

、
「

、

」

「

、

」

、

め

同
ロ

中

一

八
〇
〇

を

一

八
三
〇

に

二

九
八
〇

を

三

〇
四
〇

に

（ロ）

「
七
、
六
七
〇
」
を
「
七
、
八
〇
〇
」
に
改
め
、
同
号

中
「
九
一
〇
」
を
「
九
二
〇
」
に

「
三
、

、

（三）

〇
九
〇
」
を
「
三
、
一
四
〇
」
に

「
四
、
六
八
〇
」
を
「
四
、
七
六
〇
」
に

「
五
、
一
九
〇
」
を

、

、

「

、

」

、

「

、

」

「

、

」

、

「

、

五

二
七
〇

に
改
め

同
号

中

八

〇
五
〇

を

八

一
九
〇

に
改
め

同
号

中

五

（四）

（五）

九
二
〇
」
を
「
六
、
〇
三
〇
」
に

「
二
五
、
三
四
〇
」
を
「
二
五
、
七
七
〇
」
に
改
め
、
同
号

中

、

（六）

「
八
二
〇
」
を
「
八
三
〇
」
に
改
め
、
同
表
第
八
号

中
「
三
、
九
四
〇
」
を
「
四
、
〇
〇
〇
」
に
改

（一）

、

「

、

」

「

、

」

、

「

、

」

め

同
号

中

一
〇

四
三
〇

を

一
〇

六
〇
〇

に
改
め

同
表
第
十
号
中

二

五
四
〇

（二）

を
「
二
、
五
九
〇
」
に

「
五
、
三
一
〇
」
を
「
五
、
四
〇
〇
」
に

「
五
、
七
四
〇
」
を
「
五
、
八

、

、

三
〇
」
に

「
四
三
、
六
一
〇
」
を
「
四
四
、
三
五
〇
」
に
改
め
、
同
表
第
十
一
号
中
「
一
八
、
四
六

、

〇
」
を
「
一
八
、
七
七
〇
」
に

「
二
四
、
六
一
〇
」
を
「
二
五
、
〇
三
〇
」
に

「
二
九
、
八
〇
〇
」

、

、

を
「
三
〇
、
三
〇
〇
」
に

「
三
九
、
五
六
〇
」
を
「
四
五
、
一
四
〇
」
に
改
め
る
。

、

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

令和６年３月２２日　岡山県公報　号外



◎
岡
山
県
規
則
第
十
二
号

岡
山
県
お
か
や
ま
旧
日
銀
ホ
ー
ル
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め

る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
二
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

岡
山
県
お
か
や
ま
旧
日
銀
ホ
ー
ル
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

岡
山
県
お
か
や
ま
旧
日
銀
ホ
ー
ル
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
六
年
岡
山
県
規
則
第
六
十
八
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
ホ
ー
ル
の
項
中
「
二
、
一
一
〇
円
」
を
「
二
、
一
六
〇
円
」
に
、
「
三
〇
〇
円
」
を
「
三
一
〇

円
」
に
、
「
八
四
〇
円
」
を
「
八
六
〇
円
」
に
、
「
四
一
〇
円
」
を
「
四
二
〇
円
」
に
、
「
三
、
八
〇

〇
円
」
を
「
三
、
八
七
〇
円
」
に
、
「
一
、
七
九
〇
円
」
を
「
一
、
八
三
〇
円
」
に
、
「
六
三
〇
円
」

を
「
六
四
〇
円
」
に
改
め
、
同
表
芸
術
・
文
化
ワ
ー
ク
ル
ー
ム
の
項
中
「
一
、
一
六
〇
円
」
を
「
一
、

一
八
〇
円
」
に
、
「
八
四
〇
円
」
を
「
八
五
〇
円
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

令和６年３月２２日　岡山県公報　号外



◎
岡
山
県
規
則
第
十
三
号

岡
山
県
天
神
山
文
化
プ
ラ
ザ
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
二
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

岡
山
県
天
神
山
文
化
プ
ラ
ザ
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

岡
山
県
天
神
山
文
化
プ
ラ
ザ
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
七
年
岡
山
県
規
則
第
百
十
四
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
条
の
表
中
「
一
、
八
五
〇
円
」
を
「
一
、
八
八
〇
円
」
に
、
「
三
〇
〇
円
」
を
「
三
一
〇
円
」

に
、
「
四
一
〇
円
」
を
「
四
二
〇
円
」
に
、
「
一
、
〇
二
〇
円
」
を
「
一
、
〇
三
〇
円
」
に
、
「
四
〇

〇
円
」
を
「
四
一
〇
円
」
に
、
「
一
、
四
三
〇
円
」
を
「
一
、
四
五
〇
円
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

令和６年３月２２日　岡山県公報　号外



◎
岡
山
県
規
則
第
十
四
号

岡
山
武
道
館
の
器
具
及
び
設
備
の
利
用
料
金
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う

に
定
め
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
二
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

岡
山
武
道
館
の
器
具
及
び
設
備
の
利
用
料
金
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（

）

岡
山
武
道
館
の
器
具
及
び
設
備
の
利
用
料
金
に
関
す
る
規
則

昭
和
五
十
五
年
岡
山
県
規
則
第
九
号

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。、

「

」

第
二
条
第
二
項
の
表
演
台
の
項

電
光
掲
示
板
の
項
及
び
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
の
項
中

八
六
〇
円

を
「
八
七
〇
円
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

令和６年３月２２日　岡山県公報　号外



◎
岡
山
県
規
則
第
十
五
号

岡
山
県
笠
岡
陸
上
競
技
場
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
二
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

岡
山
県
笠
岡
陸
上
競
技
場
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

岡
山
県
笠
岡
陸
上
競
技
場
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
六
年
岡
山
県
規
則
第
百
十
二
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
の
一
の
表
中
「
二
八
〇
円
」
を
「
二
九
〇
円
」
に
改
め
、
別
表
の
二
の
表
テ
ン
ト
の
項
中
「
八

三
〇
円
」
を
「
八
五
〇
円
」
に
改
め
、
同
表
陸
上
競
技
用
器
具
の
項
中
「
四
、
五
七
〇
円
」
を
「
四
、

」

、

「

、

」

六
八
〇
円

に
改
め

同
表
サ
ッ
カ
ー
用
器
具
の
項
及
び
ラ
グ
ビ
ー
用
器
具
の
項
中

一

〇
四
〇
円

「

、

」

、

「

」

「

」

、

を

一

〇
六
〇
円

に
改
め

同
表
練
習
用
器
具
の
項
中

二
四
〇
円

を

二
五
〇
円

に
改
め

同
表
放
送
設
備
の
項
中
「
一
、
〇
六
〇
円
」
を
「
一
、
〇
八
〇
円
」
に
改
め
、
別
表
の
三
の
表
会
議
室

の
項
中

二
六
〇
円

を

二
七
〇
円

に
改
め

同
表
控
室
・
休
憩
室
の
項
中

四
一
〇
円

を

四

「

」

「

」

、

「

」

「

二
〇
円
」
に
改
め
、
同
表
記
録
室
・
放
送
室
の
項
中
「
七
五
〇
円
」
を
「
七
六
〇
円
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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◎
岡
山
県
規
則
第
十
六
号

岡
山
県
立
都
市
公
園
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
二
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

岡
山
県
立
都
市
公
園
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

岡
山
県
立
都
市
公
園
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
一
年
岡
山
県
規
則
第
二
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
鶴
鳴
館
の
項
中
「
六
一
〇
円
」
を
「
六
二
〇
円
」
に

「
六
四
〇
円
」
を
「
六
五
〇
円
」

、

に

九
五
〇
円

を

九
六
〇
円

に

八
六
〇
円

を

八
七
〇
円

に

七
〇
〇
円

を

七

、「

」

「

」

、「

」

「

」

、「

」

「

一
〇
円
」
に

「
六
九
〇
円
」
を
「
七
〇
〇
円
」
に

「
一
、
〇
三
〇
円
」
を
「
一
、
〇
四
〇
円
」
に

、

、

改
め
、
同
表
鶴
鳴
館
本
館
の
項
中
「
六
九
〇
円
」
を
「
七
〇
〇
円
」
に
改
め
る
。

「

、

」

「

、

」

別
表
第
二
陸
上
競
技
場
・
補
助
陸
上
競
技
場
の
項
中

三
一

四
二
〇
円

を

三
二

二
六
〇
円

に

「
四
九
〇
円
」
を
「
五
〇
〇
円
」
に

「
六
、
二
八
〇
円
」
を
「
六
、
四
一
〇
円
」
に

「
五
一
〇

、

、

、

円
」
を
「
五
二
〇
円
」
に

「
二
、
〇
七
〇
円
」
を
「
二
、
一
二
〇
円
」
に

「
五
、
二
三
〇
円
」
を

、

、

「
五
、
三
七
〇
円
」
に

「
二
〇
、
九
四
〇
円
」
を
「
二
一
、
五
〇
〇
円
」
に
改
め
、
同
表
野
球
場
の

、

「

」

「

」

、

「

」

「

」

項
中

四
九
〇
円

を

五
〇
〇
円

に
改
め

同
表
体
育
館
の
項
中

八
七
〇
円

を

八
八
〇
円

に

「
四
九
〇
円
」
を
「
五
〇
〇
円
」
に

「
七
、
五
四
〇
円
」
を
「
七
、
九
三
〇
円
」
に
改
め
、
同

、

、

表
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
の
項

レ
コ
ー
ド
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
項
及
び
テ
ン
ト
の
項
中

八
七
〇
円

を

八

、

「

」

「

八
〇
円
」
に
改
め
、
同
表
ピ
ア
ノ
の
項
中
「
一
、
六
六
〇
円
」
を
「
一
、
七
〇
〇
円
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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◎
岡
山
県
告
示
第
百
十
九
号

電
柱
そ
の
他
の
工
作
物
の
設
置
を
目
的
と
し
て
行
政
財
産
を
使
用
す
る
場
合
の
使
用
料
の
額
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
二
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

電
柱
そ
の
他
の
工
作
物
の
設
置
を
目
的
と
し
て
行
政
財
産
を
使
用
す
る
場
合
の
使
用
料
の
額

平
成
二
十
一
年
岡
山
県
告
示
第
百
十
八
号
（
工
作
物
の
設
置
を
目
的
と
し
て
土
地
を
使
用
す
る
場
合
の
使
用
料
の
額
）
の
全
部
を
改
正
す
る
。

岡
山
県
行
政
財
産
使
用
料
徴
収
条
例
（
昭
和
三
十
九
年
岡
山
県
条
例
第
二
十
号
）
第
四
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
、
電
柱
そ
の
他
の
工
作
物
の
設
置
を
目
的
と
し
て
行
政
財
産
を
使
用
す
る
場
合
の
使
用
料

の
額
を
次
の
と
お
り
定
め
る
。

一

電
柱
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
も
の

山
林
に
設
置
す
る
場
合

（1）

使

用

物

件

単

位

使

用

料

裸
線
又
は
被
覆
線

本
柱
、
支
線
若
し
く
は
支
柱
又
は
附
属
設

一
、
二
一
〇
円

備
一
本
ご
と
に
一
年

ケ
ー
ブ
ル

本
柱
、
支
線
若
し
く
は
支
柱
又
は
附
属
設

八
七
〇
円

備
一
本
ご
と
に
一
年

備
考一

使
用
の
期
間
が
一
年
未
満
で
あ
る
と
き
、
又
は
そ
の
期
間
に
一
年
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
月
割
り
で
も
っ
て
計
算
し
、
な
お
、
一
月
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
一
月
と
し
て
計
算
す
る
も
の
と

す
る
。

二

使
用
料
の
額
は
、
使
用
料
の
欄
に
定
め
る
金
額
に
、
使
用
を
許
可
し
た
使
用
の
期
間
に
相
当
す
る
期
間
を
単
位
の
欄
に
定
め
る
期
間
で
除
し
て
得
た
数
を
乗
じ
て
得
た
額
（
そ
の
額
が
百
円
に
満
た
な
い
場

合
に
あ
っ
て
は
、
百
円
）
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
使
用
の
期
間
が
翌
年
度
以
降
に
わ
た
る
場
合
に
お
い
て
は
、
使
用
料
の
欄
に
定
め
る
金
額
に
、
各
年
度
に
お
け
る
使
用
の
期
間
に
相
当
す
る
期
間
を
単
位

の
欄
に
定
め
る
期
間
で
除
し
て
得
た
数
を
乗
じ
て
得
た
額

以
下

各
年
度
の
使
用
料
の
額

と
い
う

の
合
計
額

各
年
度
の
使
用
料
の
額
が
百
円
に
満
た
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は

当
該
各
年
度
の
使
用

（

「

」

。
）

（

、

料
の
額
を
百
円
と
し
て
合
計
し
た
額
）
と
す
る
。

三

前
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
土
地
の
使
用
の
う
ち
消
費
税
法
（
昭
和
六
十
三
年
法
律
第
百
八
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
非
課
税
と
さ
れ
る
も
の
を
除
く
も
の
に
つ
い
て
の
使
用
料
の
額
は
、
同

号
本
文
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
額
（
そ
の
額
が
百
円
に
満
た
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
同
号
本
文
括
弧
書
の
規
定
に
よ
り
百
円
と
す
る
前
の
額
）
に
一
・
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
そ
の
額
が
百
円
に
満
た
な

い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
百
円
）
と
す
る
。
た
だ
し
、
同
号
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
算
定
す
る
こ
と
と
な
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
各
年
度
の
使
用
料
の
額
に
一
・
一
を
乗
じ
て
得
た
額
（
そ
の
額
が
百
円
に
満

た
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
百
円
）
の
合
計
額
と
す
る
。

四

第
二
号
の
規
定
に
よ
り
算
定
さ
れ
た
額
の
使
用
料
を
徴
収
す
る
こ
と
が
著
し
く
不
適
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
使
用
物
件
に
つ
い
て
、
知
事
が
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
使
用
料
の
額
を
減
額

し
、
又
は
使
用
料
を
徴
収
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

山
林
以
外
の
土
地
に
設
置
す
る
場
合

（2）

使

用

料
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使
用
物
件

単

位

田

畑

塩

田

宅

地

そ

の

他

本
柱

木
柱
（
Ｈ
柱
又
は
人
形
柱
を
除
く

、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
柱
若
し
く
は
鉄
柱

一
、
八
七
〇
円

一
、
七
三
〇
円

三
六
〇
円

一
、
五
〇
〇
円

一
八
〇
円

。
）

一
本
又
は
鉄
塔
若
し
く
は
携
帯
基
地
局
の
使
用
面
積
一
・
七
平
方
メ
ー
ト
ル

ま
で
ご
と
に
一
年

Ｈ
柱
又
は
人
形
柱
一
本
ご
と
に
一
年

三
、
七
四
〇
円

三
、
四
六
〇
円

七
二
〇
円

三
、
〇
〇
〇
円

三
六
〇
円

支
線
又
は
支
柱

一
本
ご
と
に
一
年

一
、
八
七
〇
円

一
、
七
三
〇
円

三
六
〇
円

一
、
五
〇
〇
円

一
八
〇
円

附
属
設
備

線
路
保
護
用
柱
、
水
底
線
標
示
柱
、
支
線
柱
、
標
柱
又
は
標
石
一
本
ご
と
に

一
、
八
七
〇
円

一
、
七
三
〇
円

三
六
〇
円

一
、
五
〇
〇
円

一
八
〇
円

一
年

ハ
ン
ド
ホ
ー
ル
又
は
マ
ン
ホ
ー
ル
一
個
ご
と
に
一
年

三
、
七
四
〇
円

三
、
四
六
〇
円

七
二
〇
円

三
、
〇
〇
〇
円

三
六
〇
円

備
考一

の
備
考
一
か
ら
四
ま
で
の
規
定
は
、
本
表
の
使
用
料
を
徴
収
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（1）

二

使
用
面
積
が
〇
・
〇
一
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
で
あ
る
と
き
、
又
は
そ
の
面
積
に
〇
・
〇
一
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
全
面
積
又
は
そ
の
端
数
の
面
積
を
切
り
捨
て
て
計
算
す
る
も

の
と
す
る
。

建
物
そ
の
他
の
工
作
物
に
設
置
す
る
場
合

（3）

使

用

物

件

単

位

使

用

料

携
帯
基
地
局
等

線
路
を
支
持
す
る
場
所
一
箇
所
ご
と
に
一
年

一
、
五
〇
〇
円

備
考

の
備
考
一
か
ら
四
ま
で
の
規
定
は
、
本
表
の
使
用
料
を
徴
収
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（1）

二

そ
の
他
の
工
作
物

使

用

料

使

用

物

件

単

位

使

用

物

件

の

所

在

地

第

二

級

地

第

三

級

地

第

四

級

地

第

五

級

地
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共
架
電
線
そ
の
他
上
空
に
設
け
る
線
類

長
さ
一
メ
ー
ト
ル
に
つ
き
一
年

七
円

五
円

四
円

四
円

地
下
に
設
け
る
電
線
そ
の
他
の
線
類

四
円

三
円

三
円

二
円

地
上
に
設
け
る
変
圧
器

一
個
に
つ
き
一
年

七
〇
〇
円

四
九
〇
円

四
二
〇
円

三
八
〇
円

地
下
に
設
け
る
変
圧
器

使
用
面
積
一
平
方
メ
ー
ト
ル
に
つ
き
一
年

四
三
〇
円

三
〇
〇
円

二
六
〇
円

二
三
〇
円

変
圧
塔
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
も
の
及
び
公
衆
電
話
所

一
個
に
つ
き
一
年

一
、
四
〇
〇
円

一
、
〇
〇
〇
円

八
五
〇
円

七
八
〇
円

郵
便
差
出
箱
及
び
信
書
便
差
出
箱

六
〇
〇
円

四
二
〇
円

三
六
〇
円

三
三
〇
円

広
告
塔

表
示
面
積
一
平
方
メ
ー
ト
ル
に
つ
き
一
年

四
、
八
〇
〇
円

一
、
八
〇
〇
円

八
七
〇
円

五
九
〇
円

水
管
、
下
水
道

外
径
が
〇
・
〇
七
メ
ー
ト
ル
未
満
の
も
の

長
さ
一
メ
ー
ト
ル
に
つ
き
一
年

三
〇
円

二
一
円

一
八
円

一
六
円

管
、
ガ
ス
管
そ

の
他
こ
れ
ら
に

外
径
が
〇
・
〇
七
メ
ー
ト
ル
以
上
〇
・
一
メ
ー
ト
ル
未
満

四
三
円

三
〇
円

二
六
円

二
三
円

類
す
る
物
件

の
も
の

外
径
が
〇
・
一
メ
ー
ト
ル
以
上
〇
・
一
五
メ
ー
ト
ル
未
満

六
四
円

四
五
円

三
八
円

三
五
円

の
も
の

外
径
が
〇
・
一
五
メ
ー
ト
ル
以
上
〇
・
二
メ
ー
ト
ル
未
満

八
六
円

六
一
円

五
一
円

四
七
円

の
も
の

外
径
が
〇
・
二
メ
ー
ト
ル
以
上
〇
・
三
メ
ー
ト
ル
未
満
の

一
三
〇
円

九
一
円

七
七
円

七
〇
円

も
の

外
径
が
〇
・
三
メ
ー
ト
ル
以
上
〇
・
四
メ
ー
ト
ル
未
満
の

一
七
〇
円

一
二
〇
円

一
〇
〇
円

九
三
円

も
の

外
径
が
〇
・
四
メ
ー
ト
ル
以
上
〇
・
七
メ
ー
ト
ル
未
満
の

三
〇
〇
円

二
一
〇
円

一
八
〇
円

一
六
〇
円

も
の

外
径
が
〇
・
七
メ
ー
ト
ル
以
上
一
メ
ー
ト
ル
未
満
の
も
の

四
三
〇
円

三
〇
〇
円

二
六
〇
円

二
三
〇
円

令和６年３月２２日　岡山県公報　号外



外
径
が
一
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の

八
六
〇
円

六
一
〇
円

五
一
〇
円

四
七
〇
円

看
板

一
時
的
に
設
け
る
も
の

表
示
面
積
一
平
方
メ
ー
ト
ル
に
つ
き
一
月

四
八
〇
円

一
八
〇
円

八
七
円

五
九
円

そ
の
他
の
も
の

表
示
面
積
一
平
方
メ
ー
ト
ル
に
つ
き
一
年

四
、
八
〇
〇
円

一
、
八
〇
〇
円

八
七
〇
円

五
九
〇
円

標
識

一
本
に
つ
き
一
年

一
、
一
〇
〇
円

八
一
〇
円

六
八
〇
円

六
二
〇
円

道
路
不
用
地
等
に
設
置
す
る
工
事
用
施
設
及
び
工
事
用
材
料

使
用
面
積
一
平
方
メ
ー
ト
ル
に
つ
き
一
月

四
八
〇
円

一
八
〇
円

八
七
円

五
九
円

そ
の
他
の
も
の

使
用
面
積
一
平
方
メ
ー
ト
ル
に
つ
き
一
年

一
、
四
〇
〇
円

一
、
〇
〇
〇
円

八
五
〇
円

七
八
〇
円

備
考一

使
用
物
件
の
所
在
地
の
区
分
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

第
二
級
地

早
島
町

（1）

第
三
級
地

岡
山
市
、
倉
敷
市
、
玉
野
市
、
浅
口
市
及
び
里
庄
町

（2）

第
四
級
地

津
山
市
、
笠
岡
市
、
井
原
市
、
総
社
市
、
備
前
市
、
瀬
戸
内
市
、
赤
磐
市
、
矢
掛
町
及
び
勝
央
町

（3）

第
五
級
地

上
記
以
外
の
市
町
村

（4）
二

共
架
電
線
と
は
、
電
柱
を
設
置
す
る
者
以
外
の
者
が
当
該
電
柱
に
設
置
す
る
電
線
を
い
う
も
の
と
す
る
。

三

表
示
面
積
と
は
、
広
告
塔
又
は
看
板
の
表
示
部
分
の
面
積
を
い
う
も
の
と
す
る
。

四

表
示
面
積
、
使
用
面
積
若
し
く
は
使
用
物
件
の
面
積
若
し
く
は
長
さ
が
〇
・
〇
一
平
方
メ
ー
ト
ル
若
し
く
は
〇
・
〇
一
メ
ー
ト
ル
未
満
で
あ
る
と
き
、
又
は
こ
れ
ら
の
面
積
若
し
く
は
長
さ
に
〇
・
〇
一
平

方
メ
ー
ト
ル
若
し
く
は
〇
・
〇
一
メ
ー
ト
ル
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
全
面
積
若
し
く
は
全
長
又
は
そ
の
端
数
の
面
積
若
し
く
は
長
さ
を
切
り
捨
て
て
計
算
す
る
も
の
と
す
る
。

五

使
用
料
の
額
が
年
額
で
定
め
ら
れ
て
い
る
使
用
物
件
に
係
る
使
用
の
期
間
が
一
年
未
満
で
あ
る
と
き
、
又
は
そ
の
期
間
に
一
年
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
月
割
り
で
も
っ
て
計
算
し
、
な
お
、
一
月
未

、

、

、

満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は

一
月
と
し
て
計
算
し

使
用
料
の
額
が
月
額
で
定
め
ら
れ
て
い
る
使
用
物
件
に
係
る
使
用
の
期
間
が
一
月
未
満
で
あ
る
と
き
又
は
そ
の
期
間
に
一
月
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は

一
月
と
し
て
計
算
す
る
も
の
と
す
る
。

六

一
の
表

の
備
考
二
か
ら
四
ま
で
の
規
定
は
、
本
表
の
使
用
料
を
徴
収
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（1）

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
告
示
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
告
示
の
施
行
の
際
現
に
使
用
の
許
可
を
受
け
て
い
る
行
政
財
産
で
あ
る
土
地
の
使
用
に
係
る
使
用
料
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
た
だ
し
、
当
該
許
可
に
係
る
付
款
に
使
用
料
に
つ
い
て
特
別

の
定
め
の
あ
る
場
合
は
、
当
該
付
款
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。
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◎
岡
山
県
企
業
管
理
規
程
第
四
号

岡
山
県
企
業
局
財
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
二
日

岡
山
県
公
営
企
業
管
理
者

片

山

誠

一

岡
山
県
企
業
局
財
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

岡
山
県
企
業
局
財
務
規
程
（
昭
和
四
十
七
年
岡
山
県
企
業
管
理
規
程
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

第
百
三
十
条
第
五
項
中
「
第
四
条
第
一
項
第
四
号
」
を
「
第
四
条
第
一
項
第
三
号
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
程
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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◎
岡
山
県
企
業
管
理
規
程
第
五
号 

 

岡
山
県
公
営
企
業
に
従
事
す
る
企
業
職
員
の
給
与
の
額
及
び
支
給
方
法
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改

正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

 
 
 
 

令
和
六
年
三
月
二
十
二
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岡
山
県
公
営
企
業
管
理
者 

 

片 
 

山 
 

誠 
 

一 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

岡
山
県
公
営
企
業
に
従
事
す
る
企
業
職
員
の
給
与
の
額
及
び
支
給
方
法
に
関
す
る
規
程
の
一
部

を
改
正
す
る
規
程 

 

岡
山
県
公
営
企
業
に
従
事
す
る
企
業
職
員
の
給
与
の
額
及
び
支
給
方
法
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
二
十

九
年
岡
山
県
営
電
気
事
業
管
理
規
程
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
四
条
第
一
項
中
「
、
第
六
項
」
を
「
及
び
第
六
項
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
中
「
掲
げ
る
作
業
」

の
下
に
「
又
は
業
務
」
を
、「
対
し
て
、
当
該
作
業
」
の
下
に
「
又
は
業
務
」
を
加
え
、「
当
該
作
業
が
」

を
「
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
作
業
が
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

 

三 

災
害
救
助
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
十
八
号
）
が
適
用
さ
れ
た
同
法
第
二
条
第
一
項
に
規

定
す
る
災
害
発
生
市
町
村
の
区
域
（
県
内
を
除
く
。
）
に
お
い
て
行
う
避
難
所
の
運
営
業
務
そ
の
他

の
被
災
地
支
援
に
関
す
る
業
務 

七
百
十
円 

 

 
 

 

附 

則 

（
施
行
期
日
等
） 

１ 

こ
の
規
程
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
こ
の
規
程
に
よ
る
改
正
後
の
岡
山
県
公
営
企
業
に
従
事

す
る
企
業
職
員
の
給
与
の
額
及
び
支
給
方
法
に
関
す
る
規
程
（
以
下
「
改
正
後
の
規
程
」
と
い
う
。
）

の
規
定
は
、
令
和
六
年
一
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。 

 
 

（
給
与
の
内
払
） 

２ 

改
正
後
の
規
程
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
規
程
に
よ
る
改
正
前
の
岡
山
県
公

営
企
業
に
従
事
す
る
企
業
職
員
の
給
与
の
額
及
び
支
給
方
法
に
関
す
る
規
程
の
規
定
に
基
づ
い
て
支

給
さ
れ
た
給
与
は
、
改
正
後
の
規
程
の
規
定
に
よ
る
給
与
の
内
払
と
み
な
す
。 
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◎
岡
山
県
人
事
委
員
会
規
則
第
五
号

岡
山
県
職
員
特
殊
勤
務
手
当
支
給
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
二
日

岡
山
県
人
事
委
員
会
委
員
長

安

田

寛

岡
山
県
職
員
特
殊
勤
務
手
当
支
給
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

岡
山
県
職
員
特
殊
勤
務
手
当
支
給
規
則
（
昭
和
四
十
九
年
岡
山
県
人
事
委
員
会
規
則
第
八
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
六
条
の
二
中
「
第
二
十
四
条
第
二
号
イ
」
の
下
に
「
及
び
ロ
」
を
加
え
る
。

第
二
十
四
条
第
六
項
第
二
号
中
「
及
び
第
二
号
」
を
「
、
第
二
号
及
び
第
四
号
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
等
）

１

こ
の
規
則
中
第
二
十
四
条
第
六
項
第
二
号
の
改
正
規
定
は
公
布
の
日
か
ら
、
第
十
六
条
の
二
の
改

正
規
定
は
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
第
二
十
四
条
第
六
項
第
二
号
の
規
定
は
、
令
和
六
年
一
月
一
日
か
ら

適
用
す
る
。
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◎
岡
山
県
教
育
委
員
会
規
則
第
二
号

岡
山
県
教
育
財
産
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
二
日

岡

山

県

教

育

委

員

会

岡
山
県
教
育
財
産
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

岡
山
県
教
育
財
産
管
理
規
則
（
昭
和
四
十
二
年
岡
山
県
教
育
委
員
会
規
則
第
十
一
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
八
条
中
「
第
四
条
第
一
項
第
四
号
」
を
「
第
四
条
第
一
項
第
三
号
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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